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フ
ェ
ー
ズ
２
」
の
進
捗
状
況
や
今
後

の
検
証
事
項
、
リ
テ
ー
ル
決
済
シ
ス

テ
ム
を
巡
る
各
国
の
動
向
等
に
つ
い

て
、
参
加
者
の
方
々
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

▼
連
絡
協
議
会
の
説

明
資
料
や
議
事
要
旨

は
、
日
本
銀
行
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム 

デ
ジ
タ
ル
通
貨
分
科
会
： 

中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を 

支
え
る
技
術
（
第
五
回
会
合
）」

を
開
催
（
十
二
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
二
〇
二
二
年

十
二
月
二
十
日
、
標
記
分
科
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
企
業
な
ど
で

最
先
端
の
研
究
や
実
務
に
携
わ
る

方
々
か
ら
、
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通

貨
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）
に
活
用
し
得
る
具

体
的
な
技
術
や
取
り
組
み
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
セ
ッ
シ
ョ
ン
①
で
は
、
決
済
サ
ー

ビ
ス
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
テ
ー
マ

に
、
有
識
者
の
方
々
か
ら
業
界
動
向

や
具
体
的
な
事
業
展
開
等
を
発
表
し

て
い
た
だ
い
た
上
で
、
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
活
性
化
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
有
効
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
、活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
②
で
は
、
分
散
型
台
帳

技
術
（
Ｄ
Ｌ
Ｔ
）
を
活
用
し
た
決
済

サ
ー
ビ
ス
基
盤
に
つ
い
て
、
日
本
銀

行
か
ら
、
Ｄ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
や
連
携
を

考
え
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
と
、
同
様

の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
日
銀
レ
ビ
ュ
ー

『
分
散
型
台
帳
技
術
を
活
用
し
た
決

済
の
改
善
の
取
り
組
み
―
各
国
の

ホ
ー
ル
セ
ー
ル
型
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
実
証

実
験
を
中
心
に
―
』（
二
〇
二
二
年

十
一
月
公
表
）
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
資

金
決
済
を
含
む
Ｄ
Ｌ
Ｔ
基
盤
間
の
連

携
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

有
識
者
の
方
か
ら
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
と
し
て
は
、
企
業
の
皆

さ
ま
が
有
す
る
最
新
の
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
習
し
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
実
証

実
験
や
制
度
設
計
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
検
討
に
関
す
る
連
携
の

輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

▼
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
議
事
概
要
な
ど

は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
第
一
八
回 

日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

の
決
勝
大
会
を
開
催

▼
大
学
生
を
対
象
と
す
る
金
融
・
経

済
分
野
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
第
一
八
回

日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
～
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
の
提
言
～
」
に
、
今
回
は
全
国
各

地
の
大
学
か
ら
一
一
三
編
の
論
文
が

寄
せ
ら
れ
、
書
類
審
査
を
通
過
し
た

五
チ
ー
ム
に
よ
り
二
〇
二
二
年
十
一

月
二
十
三
日
に
決
勝
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

▼
決
勝
大
会
の
審
査
員
は
、黒
田
祥さ
ち

子こ

氏
（
早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学

学
術
院
教
授
）、遠
藤
信
博
氏
（
経
済

同
友
会
副
代
表
幹
事
、
日
本
電
気
株

式
会
社
特
別
顧
問
）、
日
本
銀
行
の

若わ
か

田た

べ部
昌ま
さ
ず
み澄

副
総
裁
（
審
査
員
長
）、

中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に 

関
す
る
連
絡
協
議
会（
第
四
回
）

の
開
催
に
つ
い
て

▼
日
本
銀
行
は
、
中
央
銀
行
デ
ジ

タ
ル
通
貨
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）
の
基
本
的

な
機
能
や
具
備
す
べ
き
特
性
が
技
術

的
に
可
能
か
否
か
を
検
証
す
る
た
め

の
実
証
実
験
（
概
念
実
証
）
を
進
め

て
い
ま
す
。
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら

は
、「
概
念
実
証
フ
ェ
ー
ズ
２
」
を

開
始
し
、
①
決
済
の
利
便
性
向
上
に

関
す
る
機
能
や
、
②
金
融
シ
ス
テ
ム

の
安
定
確
保
の
た
め
の
セ
ー
フ
ガ
ー

ド
等
の
経
済
的
な
機
能
、
③
仲
介
機

関
間
・
外
部
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に

関
す
る
機
能
と
い
っ
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ

の
周
辺
的
な
機
能
の
検
証
を
進
め
て

い
ま
す
。

▼
「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
関

す
る
連
絡
協
議
会
」
で
は
、
概
念
実

証
の
内
容
や
進
し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
等
に
つ
い

て
、
民
間
事
業
者
や
関
係
当
局
の

方
々
と
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
二
年
十
一

月
二
十
四
日
に
開
催
し
た
四
回
目

の
連
絡
協
議
会
で
は
、「
概
念
実
証
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を
開
始
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
日
本

銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
本
銀
行
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

▼
日
本
銀
行
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
今
回
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
器
で
閲
覧
す
る
際
の
視
認
性
を
高

め
た
デ
ザ
イ
ン
に
刷
新
し
た
ほ
か
、

サ
イ
ト
内
検
索
の
機
能
向
上
を
図
る

な
ど
、
よ
り
使
い
や

す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
改
善
し
ま
し
た
。

野
口
旭あ
さ
ひ・
中
川
順
子
両
政
策
委
員
会

審
議
委
員
で
し
た
（
注
）。
各
チ
ー
ム

と
も
堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞
に
は
、
東
京
経
済
大
学

経
済
学
部
チ
ー
ム
の
「
こ
そ
な
え
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
で
子
育
て
Ｎ
Ｉ
、Ｓ
Ａ
（
差
）

を
つ
け
よ
う
～
所
得
控
除
を
用
い
た

早
期
か
ら
の
資
産
運
用
支
援
策
～
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、
優
秀

賞
に
東
京
理
科
大
学
経
営
学
部
チ
ー

ム
、同
志
社
大
学
政
策
学
部
チ
ー
ム
、

敢
闘
賞
に
常
磐
大
学
総
合
政
策
学
部

チ
ー
ム
、
麗
澤
大
学
経
済
学
部
チ
ー

ム
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

決
勝
進
出
チ
ー
ム
の
作
品
全
文
と
審

査
員
講
評
、
奨
励
賞
論
文
要
旨
、
決

勝
大
会
の
模
様
を
収

録
し
た
動
画
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

新
卒
採
用
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
募
集
開
始

▼
日
本
銀
行
は
、
三
月
一
日
か
ら
新

卒
採
用
（
総
合
職
、
特
定
職
、
一
般

職
）
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
募
集
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■対談では、日本テレビ・報道局解説委員の宮島
香澄氏と中川順子審議委員にお話しいただきまし
た。制度や社会慣行が十分に整わない中で、第一
線でキャリアを築いてこられたお二人のお話は、
その飾らないすてきさと相まって、多くの人の心
に響くと思います。特に、宮島氏の「人はやりが
いを感じれば、たとえハードルがあっても何とか乗
り越えようとするもの」というお話は、女性だけで
なく万人が活躍する上での金

きんげん

言と感じました。
■インタビューでは、JAXAで「はやぶさ２」のプ
ロジェクトマネジャーを務められた津田雄一氏を
取材しました。世界を驚かせた「はやぶさ２」プ
ロジェクトの成功の裏には、チームが一丸となっ
て取り組む姿勢がありました。そして、「チーム
の一人ひとりがこのミッションを面白いと感じて
いたからこそ、それができた」と語る津田氏ご自
身が誰よりこのプロジェクトに強く惹

ひ

かれていた
ことが言葉の端々から伝わってきました。
■地域の底力では、宮崎県の児湯郡新富町を取り
上げました。町の皆さんの笑顔が印象的なので、
ぜひご覧ください。皆さんの充実感が表情に表れ
ているんでしょうね。 （上口）

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケー
トよりお寄せください。
日本銀行のホームページからもご回答いただけます。

（
注
）�

審
査
員
の
遠
藤
信
博
氏
か
ら
は
、
事

前
の
論
文
審
査
を
踏
ま
え
た
参
考
意

見
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

最優秀賞の東京経済大学経済学部チーム
� （写真撮影時のみマスクを外しています。撮影：野瀬勝一）




